
昭
和
五
九
年
　
宮
城
朝
陽

同
窓
会
新
年
会
報
告

時
　
昭
和
五
九
年

一
月

一
八
日

（水
）
午
後
六

時
―
午
後
九
時

場
　
甲
国
飯
店

「竜
鳳
苑
」
仙
台
市
青
共
通
り

ひ
ら
つ
か
ビ
ル
四
階

田
上
　
八
朗
（
Ｓ
ｌＯ
回
）

宮
野
壮
太
郎
（
Ｓ
Ｈ
回
）

官
野
健
次
郎
（
Ｓ
ｌ８
回
）

直
江
　
真

一
（
ｓ
２２
回
）

三
田
　
裕
子
（
Ｓ
２８
回
）

博
林
　
茂
夫
（
Ｓ
２９
回
）

大
西

敏

天
Ｓ
３０
回
）

森

　

仁
志
（
Ｓ
３０
同
）

驚
見
　
　
隆
（
Ｓ
３‐
回
）

太
阿
　
啓
武
（
Ｓ
３‐
回
）

鮫
島
　
勇
人
（
Ｓ
鉾
回
）
　
　
　
　
以
上
２９
名

経
過
　
真
冬
日
が
続
く
厳
寒
の
中
定
刻
に
は
殆
ん

ど
の
方
々
が
出
席
ざ
れ
、
岩
井
世
話
役
の
司
会
で
芳

賀
会
長
の
ご
挨
拶
、
小
島
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
八
五
才
に
な
ら
れ
益
々
お

元
気
な
旧
師
小
松
先
生
の
ご
挨
拶
、
島
内
名
誉
会
長

の
会
が
益
々
賑
々
し
く
な
る
事
を
祝
さ
れ
る
ご
挨
拶

を
頂
き
宴
に
入
り
ま
し
た
。
恒
例
に
よ
リ
テ
ー
ブ
ル

毎
に
順
に
自
己
紹
介
、
近
況
報
告
等
が
あ
り
笑
声
の

絶
え
な
い
和
や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
仙

台
に
来
ら
れ
た
六
名
の
内
、
田
上
氏
、
宮
野

（健
）

氏
、
森
氏
、
学
生
の
鮫
協
君
と
四
名
出
席
さ
れ
新
し

い
方
が
お
見
え
に
な
り
益
々
新
年
会
も
楽
し
み
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。
歓
談
飽
く
こ
と
を
知
ら
ず
時
の

た
つ
の
も
忘
れ
て
予
定
よ
り

一
時
間
も
オ
ー
バ
ー
し

て
午
後
九
時
全
員
で
六
中
健
児
の
歌
を
母
校
に
と
ど

け
と
ば
か
り
斎
唱
閉
会
、
三
■
五
五
、
二
次
会

へ
と

散
会
致
し
ま
し
た
。

尚
、
来
年
も

一
月
に
新
年
会
を
催
す
事
を
決
め
役

員
も
下
記
の
如
く
満
場

一
致
決
定

名
誉
会
長
　
島
内
武
文
氏

・
芳
賀
健

一
郎
氏

△
〓　
　
長
　
小
島
　
浩
氏

副

〈
一
長
　
山
口
　
格
氏

世

話

役
　
山石
井
鉄
也
氏

・
武
瀾
幸
雄
氏

・

鷲
見
　
隆
君

事

務

局
　
本
間
正
樹

お
願
い
　
宮
城
県
に
在
住
の
方
、
転
勤
で
宮
城
県

に
来
ら
れ
た
方

へ
′

住
所
を
下
記
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
富

城
朝
陽
会
員
名
簿
を
差
上
げ
ま
す
。
又
、
来
年
の
新

年
会
の
ご
案
内
を
ご
通
知
致
ｔ
ま
す
。

事
務
局

¨
仙
台
市
上
杉

〓
丁
■
九
―
二
一
　
ｍ
セ

ン
ト
内
　
本
間
正
樹

電
話
　
〇
三
二
二
―
二
四
１
〓

一
二
一

内
線
　
四
〇
　
　
　
　
　
・

「朝陽勝 号(′夕rへ)P

僣菜梁暑竃菖裔奮禽

出
席
者

（敬
称
略
）

小
松
　
茂
人
（
旧
師
）

芳
賀
健

一
郎
（
６
回
）

小
林
　
信
次
（
１２
回
）

松
元
　
利
暢
（
１４
回
）

粕
谷
　
俊
治
（
１６
回
）

佐
藤
　
敦
久
（
２０
回
）

岩
井
　
鉄
也
（
Ｓ
４
回
）

平
川
　
直
弘
（
Ｓ
６
回
）

大
藤
　
高
志
（
ｓ
ｌＯ
回
）

武
文
（■
回
）

浩
（
１２
回
）

正
樹
（壽
回
）

穎
宣
（
１５
回
）

章
（
２０
回
）

由
己
（
Ｓ
ｌ
回
）

芳
之
（
Ｓ
４
回
）

恭
規
（
Ｓ
９
回
）

幸
雄
（
Ｓ
ｌＯ
回
）


